
 
 

 

 ここ数年「上手な勉強の仕方がわからない」という子どもが増え、小 4～高 3 生を対

象とした調査では約 7 割にのぼるという調査結果（子どもの生活と学びに関する親子

調査：2022)があります。 
 

生徒によるガイダンス 

 先日、泉南中学校では、年度初めの「授業ガイダンス」が行われました。「授業ガイ

ダンス」というと小学校ではあまり聞きなじみがない言葉かもしれませんが、中学校で

は年度初めによく行われるガイダンスです。今年度の目標についてや、学校の授業、定

期テスト、提出物など、どんな観点で学習評価が行われるかなど、高校入試まで視野に

入れた説明などが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 名の生徒からみんなへ 

 泉南中学校のガイダンスでは、先生からの説明に続いて、6 名の生徒による「勉強法」

「学び方」の紹介プレゼンが行われました。1 人目の生徒より、「これから先輩方から

ものすごく堅苦しい勉強の話ばっかりだから少しだけ俺から行事についてアドバイス

させてください！まず一言『とりあえずやれることは全力でやろう』です。ものすごく

上からだけどほんとに行事は思い切りやった方がいいです！」という話から始まり、 

 ・今年から来た新 1年生へ伝えたいこと         

 ・大事だと思った勉強のこと              

 ・ワークを活用した勉強方法             などを、スライドを使っ 

・自分で一問一答を作る               て伝えました。素晴らし 

 ・インプット(内容の理解)とアウトプット(問題の実践) い内容でしたので、いく 

 ・テスト１、２週間前の勉強方法           つか紹介します。 
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(スライドは全て  

生徒作成のもの) 

生徒が自分の経験をもとに、内容も資料もすべて自分たちで作ったそうです。 

 

自ら歩む力を育てる 

🏫 子ども自身が NINO・NRT といった教育検査の結果をもとに、自分の得手・不得

手を知り、自主学習の内容を考える小学校 

🏫 生徒会が中心となり、ウェブサイトから泉南市の学力課題を調べ、自分たちの

授業の在り方を考える中学校 

など、今回紹介した中学校以外にも、泉南市の小中学校では「勉強の仕方」「学び方」

に注目し、取り組みを進める学校が増えてきています。 

子どもたちが「勉強の仕方」を学ぶ中、教師の支援内容は、鉛筆の持ち方からノート

のとり方、振り返りの仕方など多岐にわたります。また、支援することと並行して、「支

援の外し方」も大切です。子どもの成長をみとり、適切なタイミングで支援を外す＝自

立へと導いていく。これは、学校に限らず、家庭においても言えることではないでしょ

うか。 

「あれやった？これやった？」など、大人がなんでも確認するのでも、反対にただた

だ放っておくのでもなく、大人は子どもの現在地（状況・力）を把握し、自ら歩む力を

育てる。学校でも家庭でも、今後一層この視点は欠かせないものとなるでしょう。 


